
 

 
 

 

 

 

 ① 平和公園・碑めぐり 8月5日（金） 午後２時～4時                 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ② 広島城周辺 徒歩コース 8月６日（土） 午前９時～１１時                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 宇品･比治山 自動車コース 8月６日（土） 午後１時～４時半             

 
 

 

 
 
 

 ④没後６０年 原民喜の「夏の花」を歩く 8月5日（金） 午後１時～4時半      

 
   
 

 
 

 

 

 

  ⑤ 米軍岩国基地/錦帯橋 バスツアー 8月５（金） 午後１時～5時半         

広島YWCAヒロシマの今から過去を見て回る会 (代 表 者 ： 難 波 郁 江 )広島市中区大手町４丁目３‐１０ 

 TEL･FAX 082-241-5313（広島YWCA） Eメール hiroshimaywca@nifty.com   http://ww3.enjoy.ne.jp/~simoiti1329 

●定 員／30人 

●集合場所／原爆ドーム前（電車通り側）

●参加費／５00円（資料代含む） 

▼平和公園・中島地区は広島の古くからの繁華街、人々の暮らし、家常茶

飯、喜怒哀楽があった。少し掘れば灼けて砕けた人の骨が、破壊の跡を示す

遺物が出てくるという。そのことに心をとめつつ鎮魂の碑をめぐり、被爆の実相

をさぐりましょう。 

●定 員／２５人 

●集合場所／原爆ドーム前（電車通り側）

●参加費／５00円（資料代含む） 

▼軍都廣島はここから始まった。その歴史と被爆の跡を辿ります。 
<コース内容> 

原爆ドーム→明治天皇御用井→広島城の被爆樹ユーカリ等→中国軍管区地下通信

司令部跡→護国神社内→大本営跡→歩兵十一連隊門柱・碑→陸軍幼年学校門柱

 

●定 員／25人 

●集合場所／広島ＹＭＣＡ２号館保育園 

●参加費／2500円（資料代＋車代） 

▼被爆の爪痕と軍都廣島の遺跡を探ねます。見るべきものぎっしり。 
<コース内容> 

広島YMCA→比治山・多聞院鐘楼・郵便局殉難者の碑→陸軍墓地・放射線影響研

究所→旧陸軍被服廠跡→旧軍港宇品港→宇品駅跡→千田廟公園→日清戦争凱

旋碑→広島電鉄・被爆電車等→土橋町・淨国寺（解散） 

申
込
み 

みどりうるわしい広島平和公園、 

今もここには死と炎の記憶が埋っている。 

賑いたつ街並みのあちこちに被爆の疵が刻まれ、 

フクシマにつながってしまった悲しみがある。 

●定 員／３０人 

●集合場所／世界平和記念聖堂 

（カトリック幟町教会） 

●参加費／一般 ５００円 

６５歳以上・高校生以下 ３００円 

※別途電車代１００円 

▼詩人原民喜は幟町の生家で原爆被災、二晩野宿し、持っていた手帳に惨

状を克明にメモしました。その手帳をもとに「夏の花」（原題「原子爆弾」）を執

筆。死者の嘆きにつらぬかれ、平和を希求した詩人の原爆体験を辿ります。 
<コース内容>  世界平和記念聖堂→原民喜生家・被爆場所→京橋川土手被爆柳

→栄橋→縮景園→円光寺・原民喜墓所→東照宮・原民喜詩碑 

（宮司久保田訓章さんにお話を伺います）

●定 員／26人 

●集合場所／広島駅（新幹線口） 

●参加費／2５00円（資料代＋バス代） 

▼対テロ戦争なる万年戦争への特に日本の動員、米軍再編・再構築計画が

市民を踏みつけに強行されようとしている。岩国ではフツーの市民が「待った」

をかけ続けている。原子力空母も来るだろう基地の現状をごらん下さい。 
 <コース内容> 

  広島駅→錦帯橋→基地沖合拡張現場→岩国基地正門→市民交流プラザ 

●案内／原時彦さん（原民喜の甥）、片山典子さん（広島花幻忌の会）、竹原陽子（広島花幻忌の会） 

●案内／ 田村順玄さん（岩国市議）、新田秀樹（ピースリンク広島世話人、責任者） 

●案内／広島YWCAヒロシマの今から過去を見て回る会 



       

 

 

 

 

日 時・２０１１年８月５日（金）１３時～１６時半 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

《集合場所》世界平和記念聖堂（カトリック幟町教会） 

《コース》世界平和記念聖堂→原民喜生家・被爆場所→京橋川土手被爆柳→栄橋 

 →縮景園→円光寺・原民喜墓所→東照宮・原民喜詩碑 

《案 内》原時彦さん（原民喜の甥）、片山典子さん（広島花幻忌の会）、竹原陽子（広島花幻忌の会） 

《参加費》一般５００円、高校生以下・６５歳以上３００円（別途電車代１００円） 

※高校生以下・６５歳以上の方は公的証明書をお持ちください 

《定  員》３０人 

 

  

詩人原民喜（はら たみき 1905-1951）は、幟町の生家で原爆被災。二晩野宿し、持っていた手帳に

惨状を克明にメモしました。その手帳をもとに代表作「夏の花」（原題「原子爆弾」）を執筆。戦後は、

詩「コレガ人間ナノデス」「水ヲ下サイ」や、原爆以後の困窮した生活、亡妻の追憶を記した作品など

を遺し、１９５１年３月に鉄道自殺を遂げて亡くなりました。今年は没後６０年に当たります。 

申込先：広島ＹＷＣＡヒロシマの今から過去を見て回る会  

（代表者 難波郁江） 広島市中区大手町４丁目３－１０ TEL/FAX ０８２-２４１-５３１３  
     E-mail: hiroshimaywca@nifty.com  http://ww3.enjoy.ne.jp/~simoti1329 

我ハ奇蹟的ニ無傷ナリシモ、 
コハ今後生キノビテ 

コノ有様ヲツタヘヨト 
天ノ命ナランカ 

 

死者の嘆きにつらぬかれ、平和を希求した

詩人の原爆体験を辿ります。 

宮司久保田訓章さんに 

お話を伺います 
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